
© 2019, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.In Partnership with

2
0

-
2

2
.1

0
.2

0
2

0



© 2020, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.In Partnership with

Purpose-Build Database Advanced 
Design Pattern

Solutions Architect
Akihiro Kuwano ( twitter: @kuwa_tw )



© 2019, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

In Partnership with

自己紹介

桑野章弘(くわのあきひろ)
• ソリューションアーキテクト

• 主にメディア系のお客様を担当しております

• 好きなAWSのサービス

• Amazon Route53, Amazon S3, Amazon Aurora

• Amazon DocumentDB
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本セッションについて

対象の方
• AWSには触っていただいていて、データベースサービスもちょっと知っている

• どのデータベースを使い分けたらいいかいまいちわからない

今日持ち帰っていただくこと
• AWSのデータベースサービスの使い分け方の指針について理解できる

話さないこと
• RDBMSのお話

• サービス毎の細かいお話
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Agenda

AWS の Purpose-Built Database

適切なデータベースを選択する方法

Working backwards…クエリを想定したデザイン

アプリケーションによるデータベースの選定例

まとめ
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AWSのデータベースサービスをご存知でしょうか?

Aurora?
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AWSのデータベースサービスをご存知でしょうか?

Aurora?

DynamoDB!

ElastiCache!

DocumentDB

Timestreams

QLDB

Neptune

Keyspaces

実はいっぱいあります
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Purpose-built databases

従来のアプリケー
ション、ERP、
CRM、e コマース

トラフィックの多
いウェブアプリ、
e コマースシステ
ム、ゲームアプリ
ケーション

コンテンツ管理、
カタログ、ユー
ザープロファイル

キャッシュ、セッ
ション管理、ゲー
ムのリーダーボー
ド、地理空間アプ
リケーション

不正検出、ソー
シャルネットワー
ク、レコメンデー
ションエンジン

IoT アプリケー
ション、DevOps、
産業テレメトリ

記録システム、サ
プライチェーン、
銀行トランザク
ション

産業用機器のメン
テナンス、取引監
視、フリート管理、
ルート最適化

NEW!!!
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When You’re a Hammer, Everything Looks Like a Nail
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データベースの選択

AWS では多様な
データベースの選択肢

ワークロードに応じて
最適な選択が可能

Purpose built
The right tool for 

the right job
https://www.allthingsdistributed.com/2018/06/purpose-built-databases-in-aws.html

適材適所の選択

https://www.allthingsdistributed.com/2018/06/purpose-built-databases-in-aws.html
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Amazon.comはどのような選択をしたのか

コスト削減、パフォーマンス向上、
より速い革新を実現するために、2016年から
すべてのOracleをAWSに移行開始

Purpose-Built Databases によって
ワークロードに最適なDBエンジンを提供でき、
コストとユーザー体験の最適化を実現

Relational

Key-value

Document

In-memory

Graph

Data warehouse

Oracle databases AWS Purpose-Built Databases
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適切なデータベースを選択する方法

まず最初に作るアプリケーションにどのような要件が存在するのかをブレ
イクダウンする

項目の例
• アクセスパターン

• データ量

• スケールパターン

• ユースケース

• グラフDBや、台帳DBの様なユースケースが明確なものは決めやすい

• 機能要件

• エンジニアのスキルセット

• などなど
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あるアプリケーションの要件その1

ユーザー: 1,000 以上

データ量: GB

場所: リージョナル

パフォーマンス: ミリ秒

リクエスト: 数千/sec

アクセス: ウェブ

拡張: スケールアップ/ダウン

開発者アクセス: ドライバアクセス

Social media
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あるアプリケーションの要件その2

ユーザー: 1,000,000 以上

データ量: PB

場所: グローバル

パフォーマンス: ミリ秒

リクエスト: 数百万/sec

アクセス: ウェブ/モバイル

拡張: スケールアウト/イン

開発者アクセス: APIアクセス

Social mediaRide hailing Media streaming Dating
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そしてもう一つ大事なことは、、、
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Working backwards – クエリを想定したデザイン

アプリケーション
の目的
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Working backwards – クエリを想定したデザイン

？？？

アプリケーション
の目的

アプリケーションの
データモデル

目的を達成するためにはどのようなデータが必要なのか？

必要なデータ
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Working backwards – クエリを想定したデザイン

クエリ

そしてどのようなクエリが必要となるのか？

アプリケーションの
データモデル

アプリケーション
の目的

必要なデータ

？？？
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Working backwards –クエリを想定したデザイン

データソース

変換

最後にデータソースからの変換を考える

クエリ

アプリケーションの
データモデル

アプリケーション
の目的

？？？

必要なデータ



© 2019, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

In Partnership with

Working backwards – クエリを想定したデザイン

アプリケーションや
サービス

アプリケーションの実装は最後

でもアプリケーションの目的を考えるのは最初

データソース

変換

クエリ

アプリケーションの
データモデル

アプリケーション
の目的

？？？

必要なデータ
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アプリケーションとデータベース

では実際にアプリケーションの要件を決めつつ選定を行ってみましょう
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コンテンツ管理システム

• ニュースサイトなど、文書など
のコンテンツ管理を行うシステ
ム

• 不定形なデータ構造

• コメントなどをつけることがで
きる

• タグで分類

• 著者名も管理

？

APL

？
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アプリケーション要件の整理

• 条件を列挙し、まずは右のよう
なアクセス要件を考える

ユーザー: 1,000,000 以上

データ量: TB

場所: リージョナル

パフォーマンス: ミリ秒

リクエスト: 数万/sec

アクセス: ウェブ/モバイル

拡張: スケールアップ/ダウン、ス
ケールアウト/イン

開発者アクセス: APIアクセス
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アプリケーション要件の整理

• 条件を列挙し、まずは右のよう
なアクセス要件を考える

• 更に以下の様な要件も考えてみ
る
• 不定形なデータを入れられる

• ピークはあるが予期しないスパイキーな
アクセスはない

ユーザー: 1,000,000 以上

データ量: TB

場所: リージョナル

パフォーマンス: ミリ秒

リクエスト: 数万/sec

アクセス: ウェブ/モバイル

拡張: スケールアップ/ダウン、ス
ケールアウト/イン

開発者アクセス: APIアクセス
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Working backwards してみる

ユーザー: 1,000,000 以上

データ量: TB

場所: リージョナル

パフォーマンス: ミリ秒

リクエスト: 数万/sec

アクセス: ウェブ/モバイル

拡張: スケールアップ/ダウン
、スケールアウト/イン

開発者アクセス: APIアクセス

不定形なデータ
を入れられる

ピークはあるが予期
しないスパイキーな
アクセスはない
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Working backwards してみる
項目 内容

記事ID abcde

作成日時 2020/10/21 00:00:00

執筆者 Akihiro Kuwano

タグ blog

本文 ＜テキスト＞

（コメント） ＜テキスト＞
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Working backwards してみる

クエリ

記事IDにマッチした記事を取得する

作成日時でソートしてXX件表時

執筆者で検索

タグで検索

記事IDについてるコメント一覧の取得
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結果：コンテンツ管理システム

• ニュースサイトなど、文書などの
コンテンツ管理を行うシステム

• 不定形なデータ構造でも対応可能

• 文書ごとの関係性や、タグ付け、
コメントなども表現しやすい

• 文書の簡易検索は $regex なども利
用可能

• スケールも可能

• DocumentDBの開発効率の良さが
活きる

{ }

APL

{ 
_id: abcde,
title: "My Blog",
created: ISODate("2020-08-26…"),
author: { _id: “kuwanoa”, name: ‘Akihiro 

Kuwano' },
tags: [ “blog”, … ],
detail: { text: ”テキスト…”}

}
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結果：コンテンツ管理システム

• ニュースサイトなど、文書などの
コンテンツ管理を行うシステム

• 不定形なデータ構造でも対応可能

• 文書ごとの関係性や、タグ付け、
コメントなども表現しやすい

• 文書の簡易検索は $regex なども利
用可能

• スケールも可能

• DocumentDBの開発効率の良さが
活きる

{ }

APL

{ 
_id: abcde,
title: "My Blog",
created: ISODate("2020-08-26…"),
author: { _id: “kuwanoa”, name: ‘Akihiro 

Kuwano' },
tags: [ “blog”, … ],
detail: { text: ”テキスト…" },
comment: [

{
author: {name: ”Takashi” },
created: ISODate("2020-08-26…"),
detail: { text: ”コメント…" }

},
{

author: {name: “Zabbio” },
created: ISODate("2020-08-26…"),
detail: { text: ”コメント…" }

},
]

}
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ちょっとまった！
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ここで条件がもし変わったらどうなるでしょうか

同じアプリケーションだけどちょっとだけ条件を変えてみましょう
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アプリケーション要件の整理：再び

• アクセス要件は一箇所を除いて
同じです

ユーザー: 1,000,000 以上

データ量: TB

場所: リージョナル

パフォーマンス: ミリ秒

リクエスト: 数百万/sec 

アクセス: ウェブ/モバイル

拡張: スケールアップ/ダウン、ス
ケールアウト/イン

開発者アクセス: APIアクセス
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• 不定形なデータを入れられる

• ピークはあるが予期しないスパイキーな
アクセスがある

• 結果リクエスト数も多い
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Working backwards してみる：再び
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不定形なデータ
を入れられる

ピークはあるが予期
しないスパイキーな
アクセスがある

結果リクエスト
数も多い
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Working backwards してみる：再び

クエリ

記事IDにマッチした記事を取得する

作成日時でソートしてXX件表時

執筆者で検索

タグで検索

記事IDについてるコメント一覧の取得
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コンテンツ管理システム

• ニュースサイトなど、文書など
のコンテンツ管理を行うシステ
ム

• 不定形なデータ構造でも対応可
能

• モデリングの手法は変わる

• スケールなどについての考慮事
項が減る

• 検索などはDynamoDB Streamsで
Elasticsearchなどに振ってもいい

API

APL

ID Type

title created1 title

1 author kuwanoa

1 tags blog

Attributes

Item 毎のスキーマ
デザイン

Partition Key Sort Key

Primary Key

・
・
・
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データベース選定のまとめ

• 要件をブレイクダウンしていき最終的に一番メリットを享受できるデー
タベースを選択する
• 高い開発効率、低い運用負荷など

• 同じアプリケーションほぼ同じ要件でも何を重視するかで選択肢は変わ
る
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まとめ

• AWS の Purpose-Built Database の考えかたの基本は “適材適所”

• 最適なデータベースの選定にはまず ”何を実現したいのか” から逆に考え
ていく

• 最適なデータベースを選択することで ”高い開発効率” や “低い運用負荷” 
を実現する事が可能になる
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このあたりの話を詳しく知りたい！

Purpose-Built Database Weekのアーカイブも御覧ください！



Thank you!
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